
 

 

 

 

 

謹賀新年･･･２０１９年･･･自分の『未来』をつくる気概（己亥：きがい）を持って！ 

 

新年あけましておめでとうございます。 

２０１９年：平成３１年：己亥：つちのとい（きがい）年のスタートです。己亥の年については、古来

より「変化」の年、次のステージへの「準備」の年といわれています。天皇陛下の退位・即位により平成

が終わり、5 月 1 日より元号も変わります。まさに「変化」の年といえます。 

目にとまった元旦の「新聞」コラムと企業の広告を以下に紹介します。 

○毎日新聞・・・「未来につなぐ責任」 

 「未来は我々がいま何をなすかにかかっている」・・・インド：ガンジー首相 

 過去と切り離して現在があるのではない。過去の世代が何をなしたかに、あとの世代の生きかたも運命

づけられる。 

○ＴＯＹＯタイヤの広告より 

   まっすぐな道、平坦な道。そこはきっと誰かが走った道だ。 

   そんな道は面白くない。誰も走ったことのない道。 

   いや、道とすら呼ばれていない未踏の地。そこを最初に走るのだ。 

   ゆこう。見知らぬ地には冒険が待っている。 

   ゆこう。荒野の先では、希望が待っている。 

   その走りが、新たな道をつくる。 

○講談社の広告より 

   車でも、船でもない、飛行機でも、ロケットでもない。 

   ・・・いちばん遠くまで行ける乗り物はきっと想像力だと思う。 

 

 

 

 

平成３１年１月 

Tel 45-2421 

 

２０１９．１月撮影 



２０１９年 亥年も「学習に集中」、「生徒会に参画」、「部活動に熱中」し、自分の『未来』をつくる気

概＝己亥（きがい）を持って、『変化』と『準備』の年としていきましょう。＊気概：困難にくじけない強い意志 

･･･始業式での校長講話をご紹介し、年頭のごあいさつとさせていただきます。 

２０１９年が学校にとりましても、保護者の皆様、地域の皆様方にとりましても飛躍・発展、よき年

となりますよう祈念いたしまして、新年のごあいさつといたします。本年もどうぞよろしくお願いいた

します。                                 三刀屋中学校 一同 

                                          

部活動に熱中！･･･吹奏楽部：アンサンブルコンテスト上位入賞！→中国大会連続出場！！  

12月 22日に浜田市の石央文化ホ

ールで開催されたアンサンブルコ

ンテスト県大会で管打八重奏に出

場し、みごと上位入賞を果たしまし

た。2月 2日に広島市で開催される

中国大会の出場権を獲得しました。 

 

☆各種コンクール入賞者紹介 

■全島根図画作品展 

 特選･･･3 年 柳原愛日、須山結衣  2 年 多賀天真、中村風花  1 年 森山礼菜 

 

 

「今月の隆博士」永井隆博士のスピリッツにふれる 

今月は新年にふさわしい隆博士のはがきを２つ選びました。

隆博士が大切にしていたふるさとの友への友情と仕事に対す

る信念です。「本年も相変わらず 共に熱心に勉強いたしまし

ょう」：左「自分の心に問うてみて 正しく美しく働いたかどう

かが 問題なのです」：右･･･生徒達も博士のスピリットからこ

れからの生きかたを考えてくれることを期待しています。 

 

校長コラム ある朝の風景から･･･ 

「氷雨降る朝 駐輪場の自転車に 整然と干された 雨ガッパ 

『がんばったね』とエールを送る！」 

 

先日の冷たい雨が降る朝の自転車小屋の風景を詠んでみました。 

とかくこんな日は親に頼んで自家用車で･･･という家庭も見受けられま

す。しかし、この自転車通学の生徒たちは、雨にも寒さにも負けず、自

力で登校し、濡れたカッパを自転車にきちんと干して、また帰りに備え

ています。このような 3年間を送った生徒は、きっと社会に出ても少々

の困難にくじけることなく頑張り続けることや感謝の気持ちをもち自

立した真の“大人”になっていくのだと思います。 

･･･37年の教師の経験から 

2019年も「志を高く 三刀屋中！」を目指し「地域を元気にする学校」として頑張ります！ 


